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⽇⾼ 菜緒 研究シーズ誰でも、鋼橋の耐荷⼒解析モデルを
簡単に作れる技術
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①膨⼤な既設橋梁の⽼朽化
– まとめて建て替えでなく，⻑寿命化させ
戦略的に更新させる

②解析モデルを⽤いた定量的な耐荷性能の評価
– 構造実験での妥当性評価済
– 図⾯から必要な情報を読み取る

社会背景と技術的課題 ⽇⾼ 菜緒 研究シーズ

• 古い橋梁だと，図⾯が残されていない
• 図⾯が残されていても，損傷や維持補修で竣⼯図と形状が
異なる

• ⼤規模橋梁だと必要な情報が多く，読み取りに時間を要する

実構造をそのまま計測でき，かつ簡単に解析モデル構築に必要な情報を抽出したい

解析モデルを構築するにあたり必要な情報
部材⼨法 材料 境界条件 など
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本技術の特徴
対象物の3次元形状を短時間で広範囲取得できるレーザー計測を活⽤
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点群データを⼊⼒したら，実務的な解析モデルが出⼒される
プログラム →幾何学的アルゴリズムに基づく独⾃の⼿法を開発
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各部材の中⼼軸を⾃動検出
→中⼼軸の交点が部材の接合点

2接合点間で節点を⾃動⽣成＋補正 断⾯形状取得
→断⾯の図⼼に補正して部材の曲がりを再現
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従来技術との⽐較 ⽇⾼ 菜緒 研究シーズ

本技術先⾏技術２先⾏技術１

ファイバーシェルソリッド解析モデル

⾮線形解析線形解析線形解析解析の種類

橋梁構造単純梁や
数枚の板構造適⽤構造物

短中⻑計算時間

節点

節点

2 要素 断面

計算が早く，局部座屈が⽀配的でない限り
耐荷性能の解析の適⽤性が⾼いが，
点群データから必要な情報を取得するためには
複雑なアルゴリズムを要する

点群データから直接変換しやすく，
ファイバーモデルより複雑な構造計算が可能だが
計算が⻑く，耐荷性能の解析に関してはオーバースペック

ファイバーモデル

シェルモデル ソリッドモデル
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具体的な取り組み ⽇⾼ 菜緒 研究シーズ

供試体の構造実験で妥当性を検証

８
等
分

８
等
分

８
等
分

８
等
分

８等分

８
等
分

８
等
分

８等分

ブレース材
水平材 断面

鉛直材 断面

載荷点

接続部拡大

非線形ばね

一般部断面

ブレース材の
2 倍の剛性

x
z

y

A

B

C

D

⼀般的な上路式トラス橋の⽀点上
対傾構を含む1構⾯を取り出して，
できるだけ忠実に再現した供試体

点群データ計測

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

実構造の板厚が図⾯規格値よりわずかに薄かった（許容誤差内）

図⾯から作成した
モデルと⽐較

初期勾配が緩やか
→実際の板厚を反映

最⼤荷重がわずかに低い
→初期不整を反映



• 本研究室は鋼構造物の耐震設計や耐荷性能評価を主に進めています
が，現在，新たな取り組みとしてコンピュータ技術や計測技術を活
⽤した⼟⽊構造物のライフサイクルの効率化やデジタルツインの推
進についても研究を進めています．

• 今後，最新のコンピュータ技術や計測技術を活⽤して，より多くの
実橋のデジタルツイン化を進めていきたいと考えています．

求める連携先・メッセージ ⽇⾼ 菜緒 研究シーズ



⽇⾼ 菜緒 研究シーズ本技術に関する情報
試作品の状況

提⽰可

• 特願2023-039349, 『鋼橋の点群データからファイバーモデルを⾃動構築する⼿法』
• ⽇⾼菜緒，橋本尚史，中村真貴，⾺越⼀也，野中哲也，⼩畑誠，“点群データを活⽤した
鋼橋の解析モデルの構築および精度検証，”構造⼯学論⽂集，Vol. 69A，pp. 637-647，
2023.3
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基礎固め 実⽤性評価

※提供の際は諸⼿続が必要となるため、下記問合せ先までご連絡願います。

研究フェーズ

⽂献・特許の情報



【お問合せ】
名古屋工業大学産学官金連携機構
〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町字木市29番

TEL:052-735-5627
E-mail: nitfair@adm.nitech.ac.jp

URL: https://technofair.web.nitech.ac.jp/


	



